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連結経営成績
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2026年3月期 2025年3月期 増減(金額) 増減(％)

売上高 56，267 52,610 3,656 7.0%

ＥＢＩＴＤＡ 4，649 4,045 604 14.9%

営業利益 2，126 1,590 536 33.7%

経常利益 2，664 2,062 601 29.2%

親会社株主に帰属
する当期純利益 4，290 2,585 1,704 65.9%

1株当たり
当期純利益

円 銭

36．22
円 銭

21.79 14.43 66.2%

単位（百万円）

□ホテル・観光業界においては、円安に加え大阪・関西万博の開催により上期を中心にインバウンド需要が
大きく伸長し、下期には日中関係の悪化に伴う渡航制限や中東情勢の緊迫化などの影響はあったものの、
全体として堅調に推移しました。

□当社グループにおいては、開業135周年や大阪開業30周年、そして京都の新規開業という節目を迎え、
記念企画や万博需要の取り込みによりブランド力強化と売上伸長に努めました。東京ではタワー館客室の
稼働を再開しています。経費面では人的投資を強化しつつ、デジタル化で経費を抑制し利益を確保。
また、SAF製造プロジェクト参画や食品ロス削減等のサステナビリティ推進、2年連続の「ホワイト500」
認定など、持続可能な経営にも注力しました。

□こうした取り組みの結果、当連結会計年度の売上高は前年同期比7.0％増の562億67百万円となりました。
利益面では、EBITDAが14.9％増、営業利益が33.7％増、経常利益が29.2％増となり、当期純利益は繰延
税金資産の計上もあり65.9％増の42億90百万円となりました。

（注）以降の記載金額は百万円未満の端数を切捨てて表示しております。
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セグメント別
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2026年3月期 2025年3月期 増減 増減(％)

ホテル事業
売上高 55，865 52,337 3,528 6.7%

セグメント利益 4，880 4,658 222 4.8%

不動産賃貸事業
売上高 401 276 125 45.3%

セグメント利益 107 △253 361 －

調整額※1

売上高 － △2 － －

セグメント利益 △2,861 △2,814 － －

連結財務諸表
計上額 ※2

売上高 56,267 52,610 3,656 7.0%

セグメント利益 2,126 1,590 536 33.7%

単位（百万円）

※1.セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配賦していない全社費用です。
全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。

※2.セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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連結貸借対照表
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資産 2026年3月31日 2025年3月31日 前期末比 前期末比(％) 主な増減要因

流動資産合計 34,339 27,785 6,554 23.6% 有価証券の増加

固定資産合計 47,529 41,249 6,280 15.2% 有形固定資産の増加

資産合計 81,869 69,034 12,834 18.6%

単位（百万円）

負債 2026年3月31日 2025年3月31日 前期末比 前期末比(％) 主な増減要因

流動負債合計 17,618 7,545 10,073 133.5% 短期借入金の増加

固定負債合計 15,174 16,141 △967 △6.0% 繰延税金負債の減少

負債合計 32,793 23,686 9,106 38.4%

純資産合計 49,076 45,347 3,728 8.2% 親会社株主に帰属する
当期純利益の計上

負債・純資産合計 81,869 69,034 12,834 18.6%

自己資本比率
2026年3月31日 2025年3月31日 2024年3月31日

59.9％ ６５．7％ 65.5％
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連結キャッシュ・フロー計算書
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2025年度 2024年度 増減 増減(％)

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,115 7，063 △2,947 △41.7%

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,666 △14,137 4,471 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 7,940 △724 8,664 －

現金及び現金同等物の期首残高 19,939 27,738 △7,799 △28.1%

現金及び現金同等物の期末残高 22,328 19,939 2,389 12.0%

単位（百万円）
2025年4月1日から2026年3月31日まで
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株主還元
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株主のみなさまの日頃からのご支援に感謝するとともに、当社商品やサービスに触れていただくことで
当社事業へのご理解を一層深めていただくことと、当社株式への投資の魅力を高め、より多くのみなさまに
中長期的に保有していただくことを目的に株主優待制度を導入しております。

対象となる株主様

株主優待制度

毎年3月31日現在の株主名簿に記載または記録された100株以上保有の株主様を対象といたし、年1回、
当社の定時株主総会終了後（6月下旬）に順次お送りいたします。

株主優待の内容

保有株式数

優待内容（ホテルご利用券）

継続保有年数5年未満の株主様
長期保有者優遇制度

継続保有年数5年以上の株主様

100株以上300株未満 1,000円（1,000円券1枚）

300株以上1,000株未満 3,000円（1,000円券3枚） 左記に+1,000円（1,000円券1枚）

1,000株以上2,000株未満 10,000円（5,000円券2枚） 左記に+5,000円（5,000円券1枚）

2,000株以上10,000株未満 25,000円（5,000円券5枚） 左記に+15,000円（5,000円券3枚）

10,000株以上
25,000円（5,000円券5枚）

宿泊1泊招待券
左記に+15,000円（5,000円券3枚）

※対象店舗等の詳細は弊社ホームページ（https://www.imperialhotel.co.jp/financial/incentives）をご覧ください。
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2025年度の主な進捗

重点課題：現本館におけるリソース最適化と利益最大化

● 訪日外国人宿泊客向けの新たなサービスとして、オンラインモール

「ANoTHER IMPERIAL HOTEL」を活用したお土産事前手配サービス

「IMPERIAL HOTEL SELECTION」を開始しました。

重点課題：大阪事業所の取り組み

● 2026年3月15日の開業30周年に向け

スローガン・シンボルマークを作成すると共に、

各種記念プラン・商品を販売しました。

1 グランドホテルの進化

中長期経営計画２０３６
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2 企業としての安定的成長

重点課題：その他（売上・利益の確保 等）

● 2025年11月3日に開業135周年を迎えるにあたり、各種

開業135周年企画やイベント、記念商品の開発・販売を

実施しました。



中長期経営計画２０３６

2025年度の主な進捗

社会課題の解決3
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重点課題：ダイバーシティ推進、健康経営の推進

● 健康経営に優れた企業として、「健康経営優良法人2026(大規模法人部門)」
に５年連続、さらに同部門の上位法人に付加されるホワイト500に２年連続
で認定されました。
経営層のコミットメントと透明性の高い情報開示、ワークライフバランスと
ダイバーシティの推進や健康診断結果における有所見率の低減、食を通じた
健康増進と社会貢献などの活動が評価されました。

重点課題：環境への取り組み

● 食べ残しの持ち帰り「mottECO(モッテコ)」に参画し、帝国ホテル 東京・
大阪の一部レストラン及び宴会場を対象に導入しています。食品ロスの
削減とともに、“食べ残したものは自分で持ち帰る文化”の普及を後押し
し、お客様と共に持続可能な社会の実現を目指してまいります。

● フランス発祥の食育活動「味覚の一週間」®に参画し、「子どもの食の未来」
をテーマとした授業を地域の小学校で実施しています。2025年7月、大阪・
関西万博で開催された特別授業を実施し、５つの味覚と五感で味わうことの
大切さを教えたほか、限りある水産資源を通して、変化する地球環境と日本
を取り巻く課題を伝え、近い将来の食を考えるきっかけを提供しました。 画像提供：「味覚の一週間」®実行委員会







京都新規事業計画

2021年5月12日、京都・祇園甲部歌舞練場敷地内の弥栄会館の一部を保存活用した新規ホテル計画

の実施を決定し、開業に向けた準備を推進してまいりました。

2025年度は総支配人に坂田玲子、料理長に今城浩二が就任し、全社協力の下で開業準備を加速し、

2026年3月5日に「帝国ホテル 京都」開業を迎えました。帝国ホテルブランドのホテルとしては

4拠点目、1996年の「帝国ホテル 大阪」以来、約30年ぶりの新規開業となりました。
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帝国ホテル再開発計画概要①

規模 地上7階、地下2階

主要用途 ホテル(55室)、レストラン、バー、

ウェルネス施設(スパ、プール、

フィットネスジム)他

竣工時期 2025年12月

開業日 2026年3月5日

帝国ホテル 京都（本棟）
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今後の見通し
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今後の見通しにつきましては、世界情勢の変化に伴う原材料やエネルギー価格の上昇に加え、各国の金融政
策の変化などの景気下押しリスクを注視する必要があります。一方、国内においては、雇用・所得環境の改善
や各種政策の効果により、個人消費を中心に緩やかな回復が継続することが期待されます。

■事業環境

１．中長期経営計画
帝国ホテル 東京の建て替え計画は、内幸町一丁目街区の再開発計画の進捗状況や近時の社会環境などに鑑

み検討を行ってまいりましたが、より質の高い事業計画の検討に要する期間が必要と判断し、2030年度末頃の
タワー館解体工事着工を目指すことといたしました。

当社は「日本の代表ホテルであり、国際的ベストホテルを目指す」という企業理念のもと、昨年11月に開業
135周年を迎えました。今後、150周年、200周年もこの日比谷の土地で日本を代表するグランドホテルとして
の存在意義を引き継いでいくため、持続的成長が可能な新本館、新タワー館となるよう、最善を尽くしてまい
ります。

この検討期間中も、現タワー館の客室と宴会場に加え、オフィス、テナントなどの不動産事業も営業を再開
することで収益を最大化してまいります。また、東京の本館、上高地、大阪、京都も需給変動に合わせた機動
的な価格政策や付加価値の高い商品を提供することで、安定的な収益確保を図ってまいります。

２．人的資本への投資など
当社の価値創造の原点である従業員が活き活きと働き、お客様へのサービスが向上し顧客満足度が高まるこ

とが持続的な企業価値の向上につながるという共創サイクルのもと、賃上げなどをはじめとした労働環境の一
層の改善を通じて引き続き人的資本の強化を推進してまいります。

■各取り組み
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企業情報

帝国ホテル 東京

上高地帝国ホテル

帝国ホテル 京都

社名： 株式会社 帝国ホテル

本社所在地： 東京都千代田区内幸町1-1-1

創立年月日： 1887年(明治20年)12月14日

開業年月日: 1890年(明治23年)11月3日

上場年月日: 1961年(昭和36年)10月2日

代表取締役
社長執行役員:

風間 淳

資本金: 14億8500万円

発行株数: 118,800,000株 (2026年3月31日現在)

従業員数(連結): 1,899名 (2026年3月31日現在)

主要な事業所: 帝国ホテル 東京、上高地帝国ホテル、帝国ホテル 大阪、
帝国ホテル 京都、ザ・クレストホテル柏

主な連結子会社

(株)帝国ホテルエンタープライズ コミュニティホテル(ザ・クレストホテル柏)運営 等

(株)帝国ホテルサービス ホテル付帯サービス(清掃・警備) 等

(株)帝国ホテルハイヤー 旅客自動車運送、駐車場管理

関連会社

(株)帝国ホテルキッチン 調理食品製造販売

(株)ニューサービスシステム バンケットサービス 等
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帝国ホテル 大阪


